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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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感
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長崎 ドライブスルー検査８カ所で開始
新婦人長崎県本部は７日、県に検査・入院体制の充実とジェ

ンダー対策を求め、要請（写真上）。その後、県は「感染症ベ

ッドを現在の23倍に増やす」「ドライブスルー検査を８カ所設
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真下）。１時間で検査結果が出る長崎大学開発の検査機器が厚

労省で認可され、保険適用が認められて導入されます。
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